
広報

Public Relations YAMATO TOWNPublic Relations YAMATO TOWN
～星と森、そして水の生まれる里～～星と森、そして水の生まれる里～

山都町山都町

モスファーム熊本農業参入、町長室から …… ２

中学校体育祭　…………………………………… 4
まちの話題、スポーツの結果　………… 16～17
子育てフェスタ、すくすく育て、歯科検診 18 ～ 19

編集後記 ……………………………………… ２3

叙勲 …………………………………………… ２4

今月の主な話題

広報

この笑顔 100点 !!

　５月２６日に開催された「子育てフェスタ」でのはい
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一直線。子どもの何気ない行動が、会場にいる全ての
人に笑顔を届けました。

（18ページに関連記事）

6
No.100

月号
平成25年６月26日



　

基
幹
と
な
る
道
路
整
備
は
、

観
光
・
物
流
、
防
災
、
救
急
搬

送
な
ど
に
絶
大
な
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。
山
都
町
の
産
業
振
興
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

ま
た
定
住
促
進
の
た
め
に
欠
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
強

い
認
識
の
下
、
関
係
市
町
村
・

議
会
と
と
も
に
、
３
つ
の
基
幹

と
な
る
道
路
（
九
州
中
央
自
動

車
道
、
矢
部
阿
蘇
公
園
線
、
椎

葉
矢
部
砥
用
線
）
の
整
備
促
進

の
た
め
の
期
成
会
等
を
結
成
し
、

私
は
そ
の
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
と
し
て
の

思
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

九
州
中
央
自
動
車
道
、
矢
部

阿
蘇
公
園
線
と
な
ら
ん
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
は
必
ず
し
も
馴

染
み
が
う
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
が
重
要
と
考
え
て
い

る
の
が
椎
葉
矢
部
砥
用
線
で
す
。

九
州
脊
梁
山
地
を
横
断
す
る
よ

う
に
は
し
り
、
内
大
臣
橋
を
わ
た

り
椎
葉
村
へ
向
か
う
道
路
で
す
。

　

こ
の
九
州
脊
梁
山
地
に
は
、

湿
性
タ
イ
プ
の
ブ
ナ
林
と
し
て

は
日
本
最
大
規
模
の
植
生
が
み

ら
れ
、
白
岩
山
の
イ
ワ
ギ
ク
、

天
主
山
の
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
目

丸
山
の
カ
タ
ク
リ
、
天
然
記
念

物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
、
ヤ

マ
ネ
な
ど
希
少
で
豊
か
な
生
態

系
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
11
月
３
日
に
「
九
州
中
央

山
地
・
五
家
荘
エ
リ
ア
」
が
全

国
で
６
番
目
、
九
州
で
は
初
め

て
「
日
本
山
岳
遺
産
」
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
希
少
な
動
植
物

が
存
在
す
る
地
域
を
、
一
般
に

広
く
周
知
し
、
多
く
の
人
に
そ

の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
だ
く

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
積

極
的
な
保
全
と
有
効
な
活
用
が

図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
交

通
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

危
険
箇
所
が
多
い
椎
葉
矢
部
砥

用
線
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

基
幹
と
な
る
道
路
整
備
は
、

観
光
・
物
流
・
防
災
等
の
た
め

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
都

の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に

も
必
要
だ
と
改
め
て
考
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

全
国
の　
　

で
山
都
町
産
の
野
菜

　

〜
モ
ス
フ
ァ
ー
ム
熊
本
農
業
参
入
〜

　

〜
モ
ス
フ
ァ
ー
ム
熊
本
農
業
参
入
〜

　

６
月
４
日
、
山
都

町
・
八
代
市
・
熊
本
県
・

株
式
会
社
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
・
株
式
会
社

モ
ス
フ
ァ
ー
ム
熊
本
の

間
で
、
モ
ス
フ
ァ
ー
ム

熊
本
の
農
業
参
入
に
関

す
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
が
店
舗
に
使
用
す
る
野
菜
を
町
内

の
農
地
を
使
用
し
て
生
産
し
、
安
定
供
給
で
き
る

よ
う
に
結

ば
れ
た
も

の
で
す
。

農
地
は
、

下
名
連
石

に
あ
る
0.5

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地

で
、
７
月

か
ら
11
月

ま
で
ト
マ

ト
の
栽
培

を
行
い
、
ト
マ
ト
の
栽
培
が
出
来
な
い
冬
季
は
、

レ
タ
ス
が
栽
培
さ
れ
る
予
定
で
す
。
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
の
櫻
田
社
長
は
、「
熊
本
で
生
産
さ
れ
る

ト
マ
ト
は
糖
度
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
商
品

に
適
し
て
い
る
。
ト
マ
ト
以
外
に
も
一
緒
に
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
協
力
し
て
い
き
た
い
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
山
都
町
で
収
穫
さ
れ
た

野
菜
は
全
国
の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
店
舗
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

「
モ
ス
の
生
野
菜
」

　

日
本
全
国
に
約
３
，
０
０
０
戸
あ
る
協
力
農
家
か

ら
農
薬
・
化
学
肥
料
に
極
力
頼
ら
な
い
で
生
産
さ

れ
た
安
心
・
安
全
野
菜
を
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
で
は

「
モ
ス
の
生
野
菜
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。モ
ス
バ
ー

ガ
ー
の
店
舗
で
は
、
そ

の
日
に
届
い
た
野
菜
の

生
産
者
を
店
内
黒
板
に

表
記
し
、「
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
野
菜
」
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
73

そ
の
42

　

山
都
町
の
御
所
地
区
に
は
、
25
年
前
に
「
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ

ウ
の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
た
場
所
が
あ
る
。
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ

ウ
と
は
、
初
夏
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
日
本
に
来
る
渡
り

鳥
で
あ
る
。
オ
ス
の
尾
羽
が
長
い
の
が
特
徴
で「
ツ
キ（
月
）、

ヒ
（
日
）、
ホ
シ
（
星
）、
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
」
と
鳴
く
。
鳴
き

声
に
「
月
、
日
、
星
」
の
三
つ
の
光
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
三

光
鳥
」
と
名
前
が
付
け
ら
れ
た
。

　

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
、
毎
年
５
月
中
旬
頃
に
山
都
町
へ
も

渡
っ
て
来
る
。
５
月
17
日
に
、
野
鳥
に
詳
し
い
御
所
の
小
田

原
さ
ん
に
電
話
を
し
た
。「
今
年
は
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
来

て
い
ま
す
か
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
２
日
前
に
声
を
聞
き

ま
し
た
。」
と
返
事
が
あ
っ
た
。「
お
そ
ら
く
一
番
（
つ
が
い
）

が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。」
と
の
話
だ
っ
た
。

　

小
田
原
さ
ん
か
ら
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。

「
昨
年
も
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
来
て
い
た
ん
で
す
が
、
ガ
ビ

チ
ョ
ウ
が
増
え
て
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
物
真
似
を
す
る
も
ん

だ
か
ら
、
は
っ
き
り
と
は
数
が
分
か
ら
ん
と
で
す
よ
。」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
は
、
か
つ
て
日
本
に
飼
い

鳥
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
鳥
で
、
現
在
野
生
化
し
て
野
山
で

繁
殖
し
、
山
都
町
で
も
か
な
り
の
範
囲
に
生
息
域
を
広
げ
て

い
る
。
こ
の
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
は
他
の
鳥
の
声
を
真
似
る
の
で
、

野
鳥
の
観
察
会
の
と
き
に
鳥
の
声
で
種
類
を
確
認
す
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
。

　

翌
日
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
森
を
訪
れ
た
。
早
朝
か
ら
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
が
大
声
で
鳴
き
交
わ
し
て
い

た
。
小
田
原
さ
ん
も
来
ら
れ
、
二
人
で
し
ば
ら
く
野
鳥
の
観

察
を
し
た
が
、
こ
の
日
は
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
姿
や
声
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど

18
種
類
の
野
鳥
を
確
認
で
き
た
。
清
々
し
く
贅
沢
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
成
瀬
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

〜 

第
１
回
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

菜
園
交
流
会
」
紹
介 

〜

　

今
年
度
は
、
５
月
〜
９
月
ま
で
菜
園
交
流

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
第
１
回
目

の
菜
園
交
流
会
で
し
た
。
植
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
同
じ
参
加
者
で
行
い
、
継
続
し
て
交

流
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

菜
園
圃
場
は
、
男
性
参
加
者
の
畑
で
、
当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
事
前
に
男

性
参
加
者

が
、
ハ
ウ

ス
建
て
か

ら
畝
作
り

な
ど
準
備

し
て
く
れ

た
の
で
、

当
日
の
植

付
け
作
業

は
雨
を
し

の
ぎ
な
が

ら
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
ま
し
た
。
男
性
参
加
者
は
、
生
き

生
き
と
し
た
表
情
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、

女
性
も
そ
れ
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
７
種

類
の
野
菜
を
植
付
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
を
行
い
、
次
回
の
交
流

会
会
場
「
清
和
さ
く
ら
ん
ぼ
農
園
」
を
見
学

し
て
終
了
し
ま
し
た
。
女
性
か
ら
は
、『
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。ま
た
次
回
も
来
た
い
で
す
。』

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
菜
と

と
も
に
、
ゆ
っ
く
り
と
恋
も
育
ま
れ
て
ほ
し

い
で
す
。

〜
新
・
結
婚
相
談
員
で
す
！ 

〜

　

始
め
ま
し
て
。

　

こ
の
度
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
結
婚
相
談

員
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

与
え
ら
れ
た
時
が
、
全
て
最
良
の
時
で
あ

る･･･

と
思
い
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

る
所
で
す
。
全
国
的
に
少
子
化
の
時
代
、
婚

活
が
ブ
ー
ム
の
こ
の
時
に
、
今
一
度
ギ
ア
を

入
れ
替
え
て
み
よ
う
で
は
な
い
で
す
か
。
幸

い
、
山
都
町
に
は
ス
タ
ー
ト
し
て
８
年
目
、

実
績
を
持
つ
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
と
い
う

組
織
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。
勇

気
を
持
っ
て
ア
タ
ッ
ク
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

ま
ず
は
、一
年
間
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ガビチョウ サンコウチョウ（オス）

調印式の様子

農場看板

佐藤　敬二さん佐藤　敬二さん
（小中竹）（小中竹）

TEL 82 － 2519TEL 82 － 2519

 菜園交流会の様子 菜園交流会の様子
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「絶対に成功させるぞ！」熱気あふれる応援合戦

お兄ちゃん、お姉ちゃんに手を引かれて

　５月 18、19日に町内の中学校で体育祭が開催されました。新学年になり練習期間も短い　５月 18、19日に町内の中学校で体育祭が開催されました。新学年になり練習期間も短い
中、クラス対抗リレーやダンス・マスゲームなど日ごろの練習成果を発揮しました。中、クラス対抗リレーやダンス・マスゲームなど日ごろの練習成果を発揮しました。

　５月に入り、町内の学校や施設で子どもたちを対象にした体験行事が数多く開催されま
した。

町内の中学校で体育祭開催町内の中学校で体育祭開催

蘇陽中学校
　全力疾走　～最高の smile　みんなで enjoy　本気で try!! ～

清和中学校
　最強の絆５２　～競い合え勝利への道～

矢部中学校
　勇躍　～自分の限界に挑め～

数秒間に一点集中、全力疾走 !!

多彩な踊りのマッチョダンス

気迫のこもるソーラン節バトンにクラスの思いを込めて ∞（限界）に挑戦！雨雲なんて吹き飛ばせ！

気持ちを引き締めて選手宣誓

原
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

原
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

〜
在
校
生
か
ら
感
謝
状
〜

〜
在
校
生
か
ら
感
謝
状
〜

　

蘇
陽
南
小
学
校
の
図
書
館
に
は
原

文
庫
と
呼
ば
れ
る
本
棚
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
馬
見
原
小
学
校
（
当
時
）

に
在
学
さ
れ
て
い
た
原
巌
さ
ん
が
小

学
生
に
色
ん
な
本
を
読
ん
で
も
ら
い
、

考
え
る
力
・
豊
か
な
心
を
育
ん
で
も

ら
い
た
い
と
寄
贈
さ
れ
て
い
る
本
で

す
。
原
さ
ん
は
馬
見
原
小
学
校
へ
１

年
生
の
頃
通
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

お
父
さ
ん
の
転
勤
に
よ
り
転
校
さ
れ

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
生
前
、
退
職

後
は
馬
見
原
へ
戻
り
た
い
と
希
望
さ

れ
て
い
た
事
や
、
当
時
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
へ
何
か
恩
返
し
が
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
小
学
校
へ
本
を

寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
21
日
、

蘇
陽
南
小
学
校
へ
訪
問
し
た
原
さ
ん

に
、
児
童
を
代
表
し
て
６
年
の
田
中

千
尋
さ
ん
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　５月９日、藤原徳門さんの茶園で中島小学校児童を対象
にした茶摘み体験が実施されました。今回、茶摘みには１
～２年生 16 人が参加しました。藤原さんの息子さんから
茶摘みのやり方を教わった児童たちは、早速茶園へ行き実
際に茶摘みを体験しました。そのほか、乗用の茶摘み機へ
の試乗体験や、お茶で
作られたお菓子などを
頂いた児童たち。帰り
際には藤原さんから児
童たちへ、今年摘まれ
たばかりの新茶がプレ
ゼントされました。

　５月 28 日、蘇陽南小学校児童による田植え体験が実施
されました。この田植え体験は馬見原東部老人クラブの世
代間交流の一環として毎年実施されています。今回の田
植えには５年生児童 10 名が参加。始めは泥に入って動き
がぎこちなかった児童たちもすぐに上達し、１時間ほどで
一枚の田んぼに植え終わりました。老人クラブ会長の古川
さんは、「子どもたちの
田植えの上達する早さ
には驚きました。たま
には自分が植えた稲の
成長を見に来てくださ
い。」と児童へ話されま
した。

　５月23日、潤徳小学校の学童保育「ど
んぐり楽校」で児童10人が陶芸づくりを
体験しました。これは学童保育の場所を提
供されている方が、趣味を生かして外で遊
べない時の活動の一環として今回実施され
ました。陶芸づくりの説明を受けた児童は、
カップや皿など思い思いの作品を作りまし
た。陶芸づくりを指導された方は、「始め
は子どもたちが作りきれるか心配したが、
子どもたちの思わぬ発想は自分も勉強にな
った。」と話されました。児童たちは出来
上がりを楽しみにしています。

これが美味しいお茶になるのかぁ

美味しいお米が出来ますように

初めての器づくりにチャレンジ
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物件１　47人乗りバス① 物件２　47人乗りバス② 物件３　29人乗りバス

車 名 日野　レインボー 日野　レインボー 日野　レインボー

車 体 色 白（上部）／赤（下部） 白（上部）／青（下部） 白（上部）／青（下部）
初 年 度
登録年月日 平成３年３月26日 平成４年１月８日 平成４年１月８日

排 気 量 7,410cc 7,410cc 3,830cc

走 行 距 離 304,777㎞ 386,058㎞ 367,637㎞

登 録 番 号 熊本22　ゆ　116 熊本 22　ゆ　171 熊本 22　す　950

車検満了日 平成24年５月９日
（車検なし）

平成25年２月５日
（車検なし）

平成25年１月 15日
（車検なし）

●せり売りの日時及び場所
日　時　　平成 25 年７月 18 日（木）午前 10 時
場　所　　上益城郡山都町下市 33‒1　山都町中央公民館研修室２
※物件１～３の順番にせり売りを実施します。

●参加資格
⑴個人（満 20 歳以上）又は法人を対象とします。（町内外は問いません。）
⑵指定する期間内に、名義変更等所定の手続きを自ら完了できる方。（落札後の諸経費は、すべて
落札者負担となります。）
※次のいずれかに該当する方は、このせり売りに参加できません。
　①各種町税（料）や負担金等に未納がある者
　②成年被後見人及び被保佐人並びに破産者で復権を得ない者
　③競争入札において、その公正な執行を妨げた者又は公正な価格の成立を害し、若しくは不正の
利益を得るために連合した者で、その事実があった後２年を経過していない者

　④落札者が契約を締結すること又は契約者が契約を履行することを妨げた者で、その事実があっ
た後２年を経過していない者

●売却車輌の展示の日時及び場所
日　時　　平成 25 年７月 11 日（木）午後１時 30 分～午後５時
場　所　　上益城郡山都町大平 939‒1　山都町清和家畜検査場敷地内

※　試乗はできません。
※　上記日時に来場できない場合で車輌の確認を希望される方は、問い合わせ先にご相
談ください。

●その他
⑴せり売りに参加される方は、入札保証金が必要となります。（見積もった金額の 100 分の 5以上）
⑵物件の引き渡しは、現状渡しとし、引き渡し後の不調や故障についての補償は一切負いません。
⑶参加に必要な資格が満たされていないことが判明した場合は、入札は無効となります。

●問い合わせ先
上益城郡山都町浜町６番地　山都町役場企画振興課　電話　0967‒73‒0410

公共交通アンケート ～調査結果報告～
　町では、平成 24年度において町内 2000 世帯を無作為に抽出し、公共交通に関するアンケート調査
にご協力いただきました。これは、皆さまの普段の足となる交通の利用状況と平成 20年４月に運行を
開始した「山都ふれあいバス」の運行実績・利用状況の検証を行い、人口減少と高齢化が著しい本町の
公共交通のあり方を考え、今後の公共交通再編計画における基礎資料として活用するために実施したも
のです。いただいた情報やご要望、ご意見は、町の公共交通の取り組みの参考にさせていただきます。
多くのご協力をありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　【企画振興課（７３－０４１０）】

【有効回答票】

配布数 回収数 有効回答票 無効票
２，０００ ８６０ ８４３ １７
　※有効回答率　42％（843 ／ 2000）

【調査項目（抜粋）】主な調査結果は次のとおりです。

詳しい調査結果はHPで
公表しています。
これからも「地域の“足”」
を守るために、ご協力よ
ろしくお願いします！

■バス交通に改善して欲しい点
〈主な要望項目〉
　◇停留所以外でも自由に乗り降りしたい。
　　　…「フリー乗降」（31.3％）
　◇市街地のお店や病院を回遊する循環バス
　　が欲しい。
　　　…「市街地循環バス」（19.3％）
　◇もっとバスの広報・PRを行ってほしい。
　　(ダイヤなどの情報提供)
　　　…広報・PR活動の強化（わかりやすい
　　　　情報発信）（19.0％）　

※ご意見、ご要望については、スクールバス運行との兼ね合いや道路運送法の規制などにより、全てに
　お応えすることはできませんが、今後の改善に向けての検討項目として取り組んで参りたいと思います。

■公共交通利用者の主な外出目的
　公共交通利用者の外出目的は、通院と買い物が多くを
占め、次いで郵便局、金融機関、役場の利用が高い傾向
である。

■普段の交通手段
・自家用車(自分・家族が運転)が全体の77％を占める。
・公共交通の中では、山都ふれあいバスの利用が一番多
い（約7％）。
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「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

リハビリテーション科　興梠　ともみ
第13集　転倒予防について

家庭でできる家庭でできる
リハビリリハビリ

家庭でできる
リハビリ

特 集特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

　高齢になると筋力やバランス能力の低下、反応時間の遅延など
により転倒の危険性が高くなります。そこで今回は自宅でできる、
「転倒の危険性を調べるテスト」と、筋力増強・バランス能力改善
を目的とした「転倒予防体操」をご紹介します。

＜転倒の危険性を調べるテスト＞
　　　　　○目を開けた状態で、片足でどのくらいの時間立っていられるか
　　　　　　を測定します　⇒　10秒以下・・・転倒の可能性が高い

新病院オープンに伴い記念事業の一環として「そよう病院 65 周年記念誌」を発刊
しました。
　山都町蘇陽・清和地区の医療の歴史、また、過去５年間の「蘇陽病院だより」の
内容を一挙に掲載しており、健康についての情報も満載です。
　ご入用の方は、当院総務係又は院内売店【まみはら屋】にお問い合わせください。
　【掲載内容】
　　・山都町蘇陽・清和地区の医療の歴史を振り返る　・もっと知りたいクスリの話
　　・知って得する健康講座　　　　　　　　　　・みんなで覚えよう家庭介護
　　・おいしく食べて病気予防　　　　　　　　　・家庭で出来るリハビリ

腹筋の運動
（ヘソを見るように頭を上げる）

足の運動③
（椅子等につかまり踵を上げる）

運動はそれぞれ 10 回ずつ行います。（バランスの運動は左右の足１～３回ずつ）運動は１日に１～３回行い、
週に３～４回以上行わないと効果がでませんので、習慣的に継続して行うことが大切です。

背筋の運動
（お尻を上げる）

足の運動④
（椅子につかまり爪先を上げる）

足の運動①
（膝を伸ばし足を20cm上げる）

足の運動⑤
（椅子等に
つかまり膝
を曲げ伸ば
しする）

足の運動②足の運動②
（座って膝（座って膝
をしっかりをしっかり
伸ばす）伸ばす）

バランスの
運動
（椅子等につ
かまり片足
ずつ上げる。   
　片 足 30 ～
60秒目安）

転倒予防体操

そよう病院 65 周年記念誌「 先人への感謝　そしてこれかそよう病院 65 周年記念誌「 先人への感謝　そしてこれからも感謝 」らも感謝 」

1 熱 失 神

皮膚血管の拡張によって血圧が低下し、脳に流れる血
液が減少しておこるもので、めまいやひどい場合には
失神（意識消失）などがおこる状態です。顔面そう白と
なって、脈は速くて弱くなります。

2 熱 疲 労
汗を大量にかいたためにおきる脱水（体に水分が足り
なくなる）による症状で、脱力感、倦怠感、めまい、頭
痛、吐き気などがみられます。

3 熱けいれん
大量に汗をかいたときに水だけしか補給しなかった
ため、血液の塩分濃度が低下して、足、腕、腹部の筋肉
に痛みをともなったけいれんがおこる状態です。

4 熱 射 病

体温の急激な上昇によって脳の中枢機能に異常をき
たした状態です。意識障害（反応が鈍い、言動がおかし
い、意識がない）がおこり、処置が遅れると死亡するこ
ともあります。

1 休 息

まず、涼しいところ（木陰など）で休息させましょう、
衣服をゆるめたり、脱がせたりする必要がある場合も
あります。痙攣をおこしている部分がある場合はマッ
サージなどでほぐしても有効です。

2 冷 や す
濡れたタオルなどで冷やします。首や脇の下、足の付
け根などを集中的に冷やします。うちわや扇風機で風
を送ってやるのも有効です。

3 水 分 補 給 塩分が含まれた水分を少しづつ与えます。冷やしたス
ポーツドリンクがあれば完璧です。

4 救 急 車 を
手 配 す る

熱中症の症状が重い場合は救急車の手配が必要です。
到着までは応急処置を行い、すみやかに病院での治療
を行いましょう。

1 基本は、熱い時（特に急に暑くなった時や梅雨明け）には無理をしな
いことです。

2 それでも暑い時に活動をしなければならない時は、服装は軽装にし、
素材も吸湿性や通気性のよいものにしましょう。

3 屋外で直射日光がある場合には帽子を着用しましょう。帽子に顔や
首筋を覆うものが付いているものが最適です。

4

水分補給はマメに行ないましょう。喉が渇いてから沢山水分をとる
より、喉が渇く前にコマメにチョビチュビ飲むのがコツです。補給に
は 0.1 ～ 0.2％程度の食塩水がお薦めです。水だけの場合より、スポー
ツ飲料や塩を携帯したり、最近は塩キャンディ・塩飴などがあるので
熱中症グッズを準備しておくのが良いでしょう。

院長　水本　誠一
第55集　熱中症

知って得する知って得する
健康講座健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集特 集
はじめに
　昨年の梅雨は７月 12 日未明からの大雨が、阿蘇・熊本市に甚大な被害を及ぼしました
が、この広報が皆さんのお手元に届く頃には平穏な日々であってほしいと願っています。
これから梅雨が明ければ山都町が最も住みやすい季節になります。自然の陽光を浴びて、
お仕事にスポーツに、快適な夏を楽しみたいものです。おっと、ここで注意していただ
きたいのが、本日お話しする「熱中症」です。

熱中症とは
　熱中症とは、物事に集中（熱中）しておこることではありま
せん。高温多湿となるこれからの時季に炎天下での農作業や土
木作業、ビニールハウスなど熱のこもりやすい場所での作業を
行うことによって発生する健康障害の総称で、次のような病型
があります。

熱中症が起きやすいのはどんな時か
　熱中症にはおきやすい時期があります。それは急に暑くなっ
たときです。
　① 雨の合間に突然気温が上昇した日、
　② 梅雨明けの蒸し暑い日、
　③ 休み明けの部活動の初日などが危険とされています。
　山都町の方が梅雨明けに灼熱の熊本市に遊びに行くときも要
注意ですぞ！なぜかというと、暑い環境での体温調節能力には、
暑さへの慣れ（暑熱順化）が関係しているからです。私たちの
体は夏の暑さに慣れるのには 4～ 5日かかるといわれます。で
すから、急に暑くなったときは作業や運動を軽くし、暑さにな
れるまでの数日間は、短時間の軽いものにして徐々に増やして
いくようにしましょう。

まとめると、汗を大量にかいたり、体温が高くなる環境にあっ
て、倦怠感、めまい、頭痛、吐き気、けいれん、意識が遠のく
などの症状があるときは、熱中症を考えてください。

熱中症にかかりやすい体の状態は？
　熱中症を起こしやすい人は、
　① 力の弱い高齢者や、糖尿病・高血圧のなどの基礎疾患を
　　 お持ちの方
　② 暑さに慣れていない方
　③ 以前熱中症をおこしたことがある方
　④ 肥満の方
　などとされています。特に高齢者の方はクーラーがない閉め切った
室内でも熱中症をおこします。近所に高齢者だけのお宅がある場合に
は、みんなで声を掛け合って気をつけてあげたいものです。また、ふ
つうは元気な方でも体調が悪いと体温調節能力も低下し、熱中症につ
ながります。二日酔い、疲労、発熱、かぜ、下痢など、体調の悪いと
きには無理に運動しないようにしましょう。

最後に
　かつて熱射病による死亡事故は軍隊や炭鉱、製鉄所などの労働現場で問題になりましたが、これらは活動基準や労働基準が策定
されることによって現在ではほとんどなくなりました。かわって最近では青少年のスポーツによるものや、ひとり暮らしや老老介
護（高齢者だけの世帯でお互いを介護する状態）の高齢者が閉めきった蒸し暑い室内にいて熱中症が起きたケースが問題となって
います。前にも書きましたが、近所に高齢者だけのお宅がある場合には、みんなで声を掛け合って気をつけてあげたいものです。
（以前、山都広報53号に掲載したものを改編・再掲しました。）

熱中症の時の救急処置法
　熱中症が疑わしい場合には、医療機関を受診するのが一番で
すが、まず現場でできる応急処置の３つのポイントをお教えし
ます。一口で言うと、
　１休息　２冷やす　３水分を補給させる　の 3点です。

熱中症の予防法
　熱中症を起こしやすい時期や、体の状態を前述しましたので、
予防法はもうおわかりかと思います。
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山都町図書館だより

図書館情報
　　　－読書とは自分の小ささを知ることです－

赤ちゃんは、あたたかいひざのうえで、ぬくもりのある声に包まれて、人を信頼することを覚えます。
おとうさん、おかあさん、そして赤ちゃんのまわりにいる皆さんで、絵本を一緒によんだり、歌たったり、
楽しい時間をすごす事を、地域みんなで応援しています。

声の灯り
ー70号ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　　　　　清和（GW・お盆・年末年始）

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに
　必要ですので必ずお持ち下さい。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参に
　ご協力下さい。

★わくわく号7月の運行予定★
蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
7月 3 日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
7月 4 日(木)   ブルーベリーの家（午前10時30分～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）
7月 5 日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本・コミュニティーセンター（午前11時30分～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾・興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾・まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　巡回場所・時間
7月17日(水)　 金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　藤木（午後1時15分～）
　　　　　　　改善センター（午後2時～）
　　　　　　　白小野（午後2時30分～）
7月18日(木)　 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時10分～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　菅・鮎の瀬（午後3時～）
7月19日（金）　風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
7月 9 日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
7月10日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

山都町立図書館ではブックスタート活動に取り組んでいます
　ブックスタートとは、自治体が行う乳幼児健診などの機会に
絵本などをプレゼントし、赤ちゃんと保護者が絵本を介して心ふ
れあう時間を持つきっかけを届ける活動です。山都町立図書館
ではバッグ・絵本「まてまてまて」「したく」・えほんとともだち・
あかちゃんのすきなものしってる？・赤ちゃんとメディアなどの小
冊子をセットにして、７ヶ月の赤ちゃんとその保護者の方へプレ
ゼントしています。

　５月２６日（日）、千寿苑で恒例の子育て

フェスタが開かれました。図書館では、図

書館ボランティアピエロの会のみなさんと

共に、「えほんの部屋」を担当しました。

　天気に恵まれ、たくさんの来場者で賑わ

いました。絵本の部屋には約１５０冊の絵

本を展示し、今回のフェスタのテーマであ

る「食」についてのコーナーも作りました。

　午前１０時の開場から午後３時の閉会

まで述べ１５８名のお客様が来場され、お

話会では１回目には３２名の参加、２回目

には４１名の参加があり、たいへん盛り上

がりました。

　ピエロの会のみなさんによるお話会では、手遊

び、エプロンシアター、大型絵本、紙芝居などが

ありました。エプロンシアターでは、「金のガチョウ」

が演じられ、金の羽根を取ろうとして手が取れなく

なった女の子を助けようと、お母さんや、牧師さ

んなどが次々とつながっていく様子に子どもたちは

大笑いでした。

　会場では、小さな弟や妹に絵本を読んであげる

微笑ましい姿もあり、自分の体験を次へつなげる

良い機会となったようです。休日ということで、親

子で絵本やお話会を楽しむ姿が見られました。

「ミニミニ絵本カーニバル」
子育てフェスタに出現！！
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　８
ハチマルニマル

０２０とは 80 歳で 20 本の自分の歯を持っている人を増やそうという運動です。20 本の歯が残って
いれば何でもおいしく噛んで食べることができ、心身の健康につながると言われています。実は 8020 は
子どもの頃からもうスタートしています。町では妊娠期からむし歯をつくらない生活・食習慣を身につけ、
歯みがきはもちろん効果的なフッ素の利用などを推進しています。みなさん、ご自分の歯が何本あるか
ご存知ですか？ 80 歳以上で自分の歯を 20 本以上お持ちの方はぜひ各保健センターへお知らせください。
また、町の健康づくり事業では地区毎に保健師・栄養士が活動しています。訪問活動や地区の学習会へ
出向いて、皆様の健康づくりのお手伝いをしています。よろしくお願いします。

　平成25年 4月分から平成26年 3月分までの国民年金保険料は、月額15,040円です。保険料は、
日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。
また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得
な口座振替もあります。 
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話、
書面、面談により早期に納めていただくよう案内を
おこなっております。 
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きに
よって督促を行い、指定された期限までに納付が無
い場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付
義務のある方の財産を差し押さえることがあります
ので、早めの納付をお願いします。所得が少ないな
ど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や
猶予される制度があります。 
※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務
　を負う配偶者及び世帯主になります。

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎
年金や遺族基礎年金が受けられない場合があります。 
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（30 歳未満）納付猶予制度」がありますので、役場
健康福祉課窓口で手続きをしてください。申請
書は窓口に備え付けてあります。 
　平成 25 年度の免除等の受付は平成 25 年 7 月
1 日から開始され、平成 25 年 7 月分から平成 26
年 6 月分までの期間を対象として審査をおこな
います。 
ただし、平成 25年 7月に申請する場合は、平
成 24 年 7月分から平成 25 年 6月分までの期
間（前一年間分）についても申請することがで
きますので、前一年間分の免除等も併せて申請
される場合は、申請書を 2枚提出されるようお
願いいたします。

認知症で大切なのは「早期発見、早期治療」です！
　認知症は老化現象と思われがちですが、脳の障害によって起こる「病気」です。
　早期発見して正しく治療すれば、症状が改善したり、場合によっては治ることもあります。

また、町では「認知症高齢者家
族の会」を月１回行っています。
認知症の方の介護をしている家
族の方たちが集まって、家族の
悩み相談や勉強会をしています。
ご家族の方ならどなたでも参加
できます。

●かかりつけ医
●各保健センター
●地域包括支援センター
●認知症地域支援推進員（包括内）
　〈認知症ほっとコール〉
　　電話096-355-1755
　　水曜日以外の
　　午前9時～午後6時

●物覚えが悪くなった
●集中力がなくなった
●段取りが悪くなった
●以前よりだらしなくなった
●よく知っている人や物の名
　前が出てこなくなる

●イライラして落ち着ちつきがない
●眠れない
●実際にない物が見えてしまう
●目の前にある物を何でも食べ
　てしまう

～７月の認知症高齢者家族の会～
日　　　　時：７月20日（土）　午後１時30分～３時30分
場　　　　所：千寿苑
問い合わせ先：山都町地域包括支援センター（千寿苑　内）
　　　　　　　ＴＥＬ　７２－１６７７（直通）【問い合わせ先】熊本東年金事務所　０９６－３６７－８１４４

　　　　　　　  健康福祉課　７２－１１７３

保健センターだ保健センターだより保健センターだ保健センターだより保健センターだよりvol.23

国民年金保険料免除等の申請について国民年金保険料免除等の申請について

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

清和保健センター
℡８２－２９００

保健センター千寿苑
℡７３－１６００

蘇陽総合支所
℡８３－１１１１

１年前に比べてこんな１年前に比べてこんな
実感があったらまず実感があったらまず

相談を !!相談を !!

認知症、正しく知ればつらくない認知症、正しく知ればつらくない

歯は一生のパートナー（歯は一生のパートナー（８８
ハ チ マ ル 二 マ ルハ チ マ ル 二 マ ル

０２００２０をめざそう）をめざそう）

人によってはこんな症人によってはこんな症
状もあります。状もあります。

相談窓口も色々あります。相談窓口も色々あります。

国民年金
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※氏　　名
（ﾆｯｸﾈｰﾑ） 住　　所

※年　　齢 　　才 電話番号

※タイトル ﾒｰﾙｱﾄ ﾚ゙ｽ

※撮影場所 ﾌ ﾛ゙ｸ 掲゙載

テーマ 桜 滝や川 石橋 祭 神社仏閣 田畑 紅葉

募集期間 2013 年 12 月 27 日（金）まで
★ここに書いてあるテーマに関した写真／場所なら何でもOKです !!
★山都町なら、どこでもOK!　出張撮影も致しますので、ご連絡下さい !（連絡先：右下をご参照下さい）

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

自転車に　のったら私も　運転手（蘇陽小　橋本　京香）
命拾い　シートベルトが　恩人です（浜町　緒方恵美子）

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご紹介していきます。

（学校名は当時）

平成２平成２5年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２平成２5年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２5年度交通安全標語コンクール　入選作品

警察署協議会委員に対する委嘱状交付式警察署協議会委員に対する委嘱状交付式

山都警察署協議会委員 ５人のメンバーを紹介します。山都警察署協議会委員 ５人のメンバーを紹介します。

第１回山都警察署協議会開催第１回山都警察署協議会開催

　６月４日（火）、山都警察署において、警察署協議会委員に対する委嘱状交付式が行われました。
　警察署協議会は、警察署長が警察の業務運営に町民の皆さんの意見を反映するため、警察署長の諮問に応じ
意見を述べるための機関で、法律により各警察署に設置することが義務付けられています。
　山都警察署協議会の５人の委員は、警察署の管轄区域内の幅広い意見・要望の集約が図られるように、様々
な地域、分野、年齢層から熊本県公安委員会が委嘱しているものです。山都町の安全安心のために、警察活動を
理解する活動、地域住民の意見を把握する活動等に取り組んでいます。

　委嘱状交付式に続いて、警察署会議室
において署協議会を開催しました。警察
署から、管内の犯罪・交通事故の発生状況、
災害対策などの説明や警察業務に関する
メールサービスの説明を受けました。協
議会終了後は、警察署内の施設見学を行
うなど、活発な協議会となりました。

ここ、「山都町」に関する色々なテーマの「写真」を大募集 !!
あなたご自慢の「山都町」を教えて下さい！
「山都町、観光記念の撮影に、ココがいいね！」を教えて下さい！
集まった写真をもとに「山都町フォトスポットMap」を作り
たいと思っています！
町内外のみなさまご自慢の山都町を、楽しみにお待ちしており
ます！

主催： The Fun Gang （ファンギャング）
協賛： まこと薬局 /歌瀬キャンプ場 /山口医院　
協力： 山都フォトサークル /あひる倶楽部 /Gallery Londe ｷﾞｬﾗﾘｰﾛﾝﾄﾞ / 井上林業

≪応募及び注意事項≫
○作品のプリントサイズは、 2L～四つ切（Ａ４可） 又は データ （１作品５MB以下のJPEG/PNG）
○応募作品は主催者ブログ内でご覧いただけるようになります。本名以外を希
　望される場合、「ニックネーム」をお書き下さい。
○頂きました個人情報は、写真展のお知らせ等のご連絡の際に、ご利用させて
　頂きます。第3者への提供はございません。
○作品に人物が写る際は、被写体への肖像権については、撮影者が了解を取って下さい。
○作品の著作権は撮影者本人に帰属しますが、主催者に使用権が優先いたします。
○当イベントの内容は、必要に応じて多少の変更があります。
○集まった作品で2014年春に写真展を開催予定です。

名札/必要事項
（応募作品の裏側に上下が分かるよう貼って下さい。データ送信の場合は本
文内にご記入下さい。）

※印は写真と共に主催者ブログに掲載されます。（別サイトに変更になる場
　合もあります。）

〒

可
どちらかに○をつけて下さい。

不可

ふ  り  が  な

写真送り先： The Fun Gang （ファンギャング）
住所：〒 861-3911　熊本県上益城郡山都町菅尾 483-1
　　　☎ 080-6791-8880
　　　　　 松井 （ご質問等、お問合せ下さい。）
写真データ送り先： thefungang@goo.jp
ブログ： www.thefungang.blog18.fc2.com
直接搬入先：あひる倶楽部： 住所 /浜町 1-8-7　☎ 0967-72-3455

会議の様子 施設見学の様子

糸永哲夫会長 深瀬俊一委員 石井陽子委員 岸本竜彦委員 竹本有紀委員

犯罪交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 25年（1～5月末）
刑法犯 17件 （22件）

人身交通事故 10件 （11件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

毎週火曜日 御 船 町 役 場２階 相 談 室 御船町 ℡ ０９６－２８２－１１１１

毎週水曜日 嘉 島 町 役 場１階 相 談 室 嘉島町 ℡ ０９６－２３７－１１１２

毎週木曜日 甲佐町老人いこいの家内相談室 甲佐町 ℡ ０９６－２３４－３２２３

毎週金曜日 千 寿 苑 内 相 談 室 山都町 ℡ ０９６７－７２－３１３３

　The Fun Gang ファンギャング Presents
誰でも ｉｎ 山都町

フォトグラファー

　雑誌広告や通販をきっかけに ｢運気をあげる｣ と勧誘され、次々に祈祷サービスや零石、数珠の契約
をさせる悪質な手口が 2011 年から増加しています。
　2012 年 12 月末時点で国民生活センターに 852 件の相談が寄せられています。

～みんなで作る！「山
やまとちょう

都町 P
フォト

hoto M
マップ

ap」! ～

　雑誌広告を見て 90 日間返金保証付きの開運ブレスレットを購入した。効果がないので返金をし
てもらおうと電話をすると「返金前にあなたの鑑定をしてあげます。」顔写真を送ると「あなたは
自殺の相が出ている。」と不安な事を告げられ、運気をあげる商品や祈祷サービスを次々と契約した。
100 万円以上使ったが、運気は一向に変化せず、ますます不安になった。

　心理的な弱みにつけ込み開運商品を次々と購入させる巧妙な手口。断ろうとすると「交通事故に遭う」
「車いす生活になる」と強い口調で迫られ、怖くなり契約してしまう。また、自ら電話を仕向けられ、
思わず（不意打ち的に）勧誘される問題もある。雑誌広告では、返金保証を謳っているが返金に応じな
い等問題もある。不安に付けこまれ、東日本大震災の見舞金を全て支払ってしまった事例もある。

※困った時は一人で悩まず、まず、上益城広域連携消費生活相談室へ、どの町でも相談できます。
※消費者問題出前講座を実施します。どうぞご活用ください。
　お問い合わせ先　山都町健康福祉課　０９６７－７２－１２２９

　平成 24 年４月１日から上益城郡４町（嘉島町、御船町、甲佐町、山都町）広域連携による消費生活
相談窓口を開設しています。
　窓口の開設時間は、午前９時から午後４時までの間で、祝日と年末年始を除く火曜日から金曜日（４
町に各１日ずつ窓口を開設）、専門の消費生活相談員が対応します。

≪消費者へのアドバイス≫
●お金で運気は買えない事を理解する。不意打ち的に電話で勧誘されて 
　も、その場で契約しない。きっぱりと断る。
●8日間のクーリングオフあり、クーリングオフ経過後も、書面の不備
　等の問題がある場合は、取り消しも。
●返金は容易ではないため、高額なお金は渡さないで。
●不安を煽る方法や業者が解約に応じない場合は、一人で悩まず、すぐ
　に相談を。

上益城広域連携消費生活相談室　

～願いを叶える？～ 不安につけ込む！開運商法～願いを叶える？～ 不安につけ込む！開運商法

6月号
見守り新鮮情報見守り新鮮情報

審議事項
・山都警察署では、昨年７件、今年はこ
　れまでに２件の飲酒運転を検挙してお
　り、今後も飲酒運転の取締りに力を入
　れる
・通学路における危険箇所を把握し、今
　後改善していく
・教育機関や老人会等における防犯講話
　を継続して実施していく
・行政と連携し、避難訓練の実施等災害
　対策を強化する
・安全・安心な山都町づくりのためには
　住民の協力が不可欠である。　など

? !

担
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ビックリ仰天！牛乳が紙ふぶき

ぼくたち、わたしたちのカフェへ
「いらっしゃいませ！」

新茶で作る釜炒り茶体験

越えて行けない道は無い

矢部高校茶道部のお茶の振る舞い

こんなにたくさん収穫したよ

★スポーツの結果★

米生球友会

中島東部 中島

心
地
よ
い
新
茶
の
香
り

　

〜
新
茶
ま
つ
り
開
催
〜

大
先
輩
か
ら
写
真
を
通
し
て
伝
え
た
い

〜
大
山
謙
一郎
さ
ん
写
真
展
〜

コ
ー
ス
立
案
者
と
見
え
な
い
戦
い

〜
猿
ヶ
城
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
〜

元
気
で
可
愛
い
店
員
さ
ん
が

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

　

６
月
２
日
、尾
野
尻
に
あ
る
「
み

ず
た
ま
カ
フ
ェ
」
で
、
地
元
の
子

ど
も
達
に
よ
る
一
日
限
定
の
カ

フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」
の
元
気
な

掛
け
声
で
オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ

に
は
、
多
く
の
来
客
者
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。
始
め
は
少
し
恥
ず
か

し
そ
う
に
し
て
い
た
子
ど
も
達
も
、

接
客
を
経
験
す
る
度
に
上
達
し
、

来
客
者
か
ら
注
文
を
取
り
商
品
を

運
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

企
画
を
さ
れ
た
「
み
ず
た
ま
カ

フ
ェ
」
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
小
坂

さ
ん
は
、「
子
ど
も
達
に
仕
事
を
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
が
、
大

成
功
で
し
た
。
今
後
も
機
会
が
あ

れ
ば
是
非
や
っ
て
み
た
い
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
明
光
保
育
園
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
、
園
児
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
が
〝
劇

団
た
ま
ご
座
〞「
ピ
エ
ロ
の
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
、

牛
乳
が
入
っ
た
コ
ッ
プ
を
こ
ぼ
す
と
紙
ふ
ぶ
き
に

な
っ
た
り
、
最
初
は
何
も
入
っ
て
な
か
っ
た
紙
袋
か

ら
、
次
々
と
物
が
出
て
き
た
り
し
て
、
大
賑
わ
い
で

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に

参
加
し
た
り
、
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
と
の
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
、
子
ど
も
た
ち
の
「
ぶ
ん
ち
ゃ
〜
ん
」
と

い
う
元
気
な
掛
け
声
に
、
会
場
も
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
今
回
シ
ョ
ー
を
披
露
し
た
ぶ
ん
ち
ゃ
ん（
大

石
さ
ん
）
は
「
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
疲

れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
。
魔
法
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の

は
実
は
自
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
玉
ね
ぎ
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
よ

　

〜
第
二
保
育
園
玉
ね
ぎ
収
穫
〜

魔
法
に
掛
け
ら
れ
た
の
は
！？

〜
明
光
保
育
園
で
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
〜

　

６
月
６
日
、
浜
町
第
二
保
育
園
で
園
児
た
ち
に
よ

り
玉
ね
ぎ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
玉
ね
ぎ
は
、

今
年
の
三
月
に
卒
園
し
た
園
児
た
ち
が
中
心
に
な
っ

て
植
え
た
も
の
で
す
。
７
月
に
は
卒
園
し
た
１
年
生

を
招
待
し
て
カ
レ
ー
作
り
を
す
る
予
定
で
す
。
毎
年
、

保
育
園
内
の
畑
で
菜
園
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
玉
ね
ぎ
が
大
き
く
育
っ
た
と

の
こ
と
。
実
際
に
収
穫
す
る
と
、
園
児
の
顔
程
の
大

き
さ
に
育
っ
た
玉
ね
ぎ
も
あ
り
、
引
き
抜
い
た
後
に

園
児
た
ち
は
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
園
長
の
山
中
さ

ん
は
、「
保
育
園
で
は
菜
園
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
収
穫
す
る
楽

し
さ
や
、
皆
で
一
つ

の
事
に
取
り
組
む
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん

で
ほ
し
い
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
、
猿
ヶ
城
キ
ャ
ン
プ
場
で
バ

イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
町
内
で
の
開
催
は
今
年
で
４

度
目
と
な
り
、
大
会
に
は
九
州
各
地
か
ら

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
猿
ヶ
城
キ
ャ
ン

プ
場
は
天
然
の
岩
が
ト
ラ
イ
ア
ル
に
最
適

と
の
こ
と
。

　

当
日
は
選
手
32
名
が
決
め
ら
れ
た
コ
ー

ス
を
自
転
車
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
前
日

の
雨
に
よ
り
岩
が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
お

り
、
一
流
の
選
手
で
さ
え
転
倒
す
る
シ
ー

ン
も
あ
り
ま
し
た
が
、
見
事
完
走
す
る
と

参
加
者
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
中
島
小
学
校
で
大
山
謙
一

郎
さ
ん
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
さ
ん
は
中
島
東
部
小
学
校
（
現
在
は

中
島
小
学
校
）
を
卒
業
さ
れ
て
お
り
、
今

回
は
全
国
で
開
い
た
写
真
展
「
幸
せ
の
国

―

ブ
ー
タ
ン―

」
の
中
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
会
で
大

山
さ
ん
は
ブ
ー
タ
ン
で
の
体
験
談
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。
写
真
を
見
た
児
童
た
ち

か
ら
は
、「
ブ
ー
タ
ン
の
人
た
ち
は
日
本

人
と
顔
や
服
装
が
似
て
い
る
と
分
か
り
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
笑
顔
で
楽
し
そ
う
。」
な
ど
と
い
っ
た

感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
新
茶
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

心
地
よ
い
新
茶
の
香
り
が
道
の
駅
「
通
潤

橋
」
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
新
茶
の
販
売
を
始
め
、
新
茶

を
使
用
し
た
釜
炒
り
体
験
や
手
も
み
体
験

の
ほ
か
、
矢
部
高
校
茶
道
部
の
部
員
に
よ

る
お
茶
の
振
る
舞
い
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
着
５

０
０
名
に
新
茶
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

●清和地区春季ナイターソフトボール大会
５月２０日～２３日
成　績
優　勝　米生球友会　
準優勝　ウェスト仁田尾
三　位　郷野原球友会

個人賞
最優秀選手賞　白鷹  浩二選手（米生球友会）

●山都町協会長杯バレーボール大会
６月１０日～１２日
男子
1 位　中島東部
2位　中島南部

女子
1 位　中島
2位　いろいろ
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ぼく・わたしむし歯なかったヨぼく・わたしむし歯なかったヨぼく・わたしむし歯なかったヨ
４歳児歯科検診４歳児歯科検診

　５月 26 日、千寿苑で子育てフェスタが開催されました。今年のテーマは「食」５月 26 日、千寿苑で子育てフェスタが開催されました。今年のテーマは「食」
を題材として開催されました。午前中に行われた「グランパワーヒノクニ」ショーを題材として開催されました。午前中に行われた「グランパワーヒノクニ」ショー
では子どもたちに大人気。会場では大歓声が湧き起こりました。では子どもたちに大人気。会場では大歓声が湧き起こりました。

らは幼児の「はいはい競争」もあり笑いが絶えないイベントでした。らは幼児の「はいはい競争」もあり笑いが絶えないイベントでした。

　会場では食生活改善推進員による身体に安心安全な商品や、その他数多くの出店があり、食生活に
ついて今一度見つめなおす良い機会にもなったイベントでした。ついて今一度見つめなおす良い機会にもなったイベントでした。
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▼
清
和
短
歌
会

柔
ら
か
く
食
べ
ら
れ
そ
う
な
新
緑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫟
林
は
風
ま
で
緑 

野
中
ま
ち
子

ネ
ム
の
木
の
姿
あ
れ
ど
も
藤
か
づ
ら

　
　
　
　
　
　
　

紫
す
だ
れ
と
な
り
て
は
び
こ
る 

渡
邊　

民
生

微
笑
め
ば
鏡
に
写
る
吾
が
顔
も

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
ほ
笑
み
返
し
我
を
励
ま
す 

藤
島　

み
つ

▼
馬
見
原
酔
山
会

草
茂
る
轍
は
山
に
吸
い
込
ま
れ 

渡
辺　

勝
子

ま
ま
な
ら
ぬ
も
の
早
苗
田
の
水
加
減 

岩
永　

周
子

長
々
と
寝
そ
べ
る
犬
や
若
葉
風 

高
田　

眞
司

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

薬
師
堂
覆
ひ
て
揺
る
ゝ
糸
桜 

岩
村
ヨ
シ
子

わ
が
町
を
ま
る
く
囲
み
て
山
ざ
く
ら 

水
野　

信
子

山
々
に
め
り
は
り
つ
け
て
若
葉
燃
ゆ 

草
樹　
　

萌

五
百
号
「
山
脈
」
つ
い
に
完
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
人
の
夢
我
ら
受
け
継
ぐ 

山
下　

弘
子

廃
校
の
花
壇
の
草
む
ら
や
わ
ら
か
き

　
　
　
　
　
　

土
筆
穂
を
あ
げ
群
れ
て
立
ち
お
り 

今
村　

芳
子

孤
独
に
は
慣
れ
て
る
つ
も
り
の
吾
が
身
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
に
雨
や
嵐
く
る
日
も 

木
下
ス
エ
オ

▼
通
潤
句
会

俯
く
な
空
見
上
げ
よ
と
朴
の
花 

中
村　

暢
子

母
の
日
の
な
き
戦
中
の
母
偲
ぶ 

菊
池　

幸
子

山都町の人口
〔平成25年５月31日現在〕

男　　8,291人    （－8）
女　　8,870人  （－20）
計　 17,161人  （－28）
世帯   6,759戸    （±0）
※（　）は前月比
※最高齢は106歳〔女性１人〕
※１月１日～５月31日の出生届数
　46人（うち５月は11人）
※１月１日～５月31日の死亡届数
　135人（うち５月は21人）

小
学
生

○
わ
た
し
は
、「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う

こ
と
も
さ
べ
つ
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
足
や
手

が
な
い
人
を
み
た
り
し
た
ら
「
か
わ

い
そ
う
」
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

そ
れ
は
ち
が
う
と
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
さ
べ
つ
に
き
づ
き
な

く
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。 

【
初
参
加
・
女
性
】

○
お
か
し
い
こ
と
を
お
か
し
い
と
い
う

に
は
勇
気
が
い
る
け
ど
、
み
ん
な
で

協
力
す
れ
ば
本
当
の
正
し
い
こ
と
が

い
え
る
と
思
う
。 

【
女
性
】

中
学
生

○
今
日
の
集
会
で
、
差
別
の
こ
と
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
な
お
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
こ
と
を

今
後
に
生
か
し
て
差
別
を
少
し
で
も

減
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 
 

【
初
参
加
・
男
性
】

高
校
生

○
中
学
の
時
か
ら
ず
っ
と
来
て
い
た
け

ど
、
１
年
た
つ
と
こ
の
集
会
で
気
づ

い
た
事
が
頭
か
ら
抜
け
て
い
た
り

し
、
た
っ
た
１
年
の
間
で
た
く
さ
ん

の
い
じ
め
が
あ
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
な
の
で
、
少
し
で
も
集
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
頭
の
中
に
入
れ
続
け
、

い
じ
め
が
な
く
な
っ
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。 

【
女
性
】

○
改
め
て
差
別
を
さ
れ
る
苦
し
さ
や
大

変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
小
さ
な
取

組
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
が
ど

ん
ど
ん
大
き
な
取
組
に
変
わ
り
何
か

し
て
で
も
変
え
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
差
別
を
さ
れ
て
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
せ
ず
、
き
ち
ん
と
止
め
ら
れ
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
集
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
！ 

【
女
性
】

一
般
20
代

○
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
発

表
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
あ
れ
だ
け
の
こ
と
を
考

え
、
大
勢
の
人
の
前
で
堂
々
と
発
表

で
き
る
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
大
人
も

し
っ
か
り
と
学
び
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

【
女
性
】

○
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
し
っ
か
り
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
と
と
も

に
、
自
分
の
学
び
が
ま
だ
ま
だ
浅
い

こ
と
、
も
っ
と
学
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
解
放
子
ど
も
会
の
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に

誇
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ

「
自
分
は
ど
う
な
の
か
」
と
見
つ
め

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て

よ
か
っ
た
で
す
。 【
初
参
加
・
女
性
】

一
般
30
代

○
子
ど
も
た
ち
の
発
表
、
感
想
を
聞
い

て
子
ど
も
た
ち
な
り
の
気
付
き
、
感

性
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
皆
、

た
か
ら
も
の
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。 

【
男
性
】

一
般
40
代

○
子
ど
も
た
ち
の
事
実
は
な
に
か
を
し

ら
べ
て
い
く
強
い
意
志
や
、
友
だ
ち

を
つ
く
ろ
う
、
大
切
に
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

初
参
加
で
し
た
が
、
力
を
も
ら
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 

【
初
参
加
・
女
性
】

○
御
岳
小
や
矢
部
小
の
子
た
ち
の
聞
き

と
り
を
も
と
に
絵
本
等
で
わ
か
り
や

す
く
説
明
が
あ
り
よ
か
っ
た
で
す
。

い
じ
め
や
差
別
の
現
実
は
、
子
ど
も

を
育
て
る
親
の
学
び
が
た
り
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
人
が
学

び
続
け
る
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た

集
会
で
し
た
。 

【
女
性
】

一
般
50
代

○
自
分
た
ち
の
住
む
町
の
こ
と
を
自
分

た
ち
の
力
で
調
べ
、
発
表
す
る
子
ど

も
た
ち
の
自
信
に
あ
ふ
れ
た
声
、
発

表
後
の
ホ
ッ
と
し
た
表
情
に
住
み
良

い
町
に
な
っ
て
い
く
と
確
信
し
ま
し

た
。
大
人
も
頑
張
り
ま
す
。 【
男
性
】

○
子
ど
も
た
ち
が
差
別
に
対
し
て
前
向

き
に
考
え
て
い
る
事
が
わ
か
り
安
心

し
ま
し
た
。
こ
の
事
が
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
広
が
る
事
を
祈
り
ま
す
。

と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
集
会
で
し

た
。 

【
女
性
】

○
太
鼓
、
園
児
の
歌
声
か
ら
は
じ
ま
り

各
、
発
表
を
聞
き
、
日
頃
、
人
権
と

か
を
考
え
ず
過
ご
し
て
い
た
な
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か

ら
、
家
族
に
今
日
の
話
を
し
て
あ
げ

ま
す
。 

【
女
性
】

一
般
60
代

○
子
ど
も
会
の
子
た
ち
が
、
村
の
こ
と

を
学
ぶ
中
で
し
っ
か
り
考
え
、
た
く

ま
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
自
分
が
考
え
る
こ
と
、

そ
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

【
男
性
】

○
今
回
、
集
会
に
参
加
し
て
い
ろ
い
ろ

勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
常
身

近
に
起
き
う
る
問
題
で
有
り
大
人
の

私
た
ち
も
相
手
の
事
を
考
え
て
思
い

や
り
を
持
っ
て
相
手
に
接
し
た
い
も

の
で
す
。 

【
女
性
】

一
般
70
代

○
問
題
提
起
の
紙
芝
居
は
す
ば
ら
し
か

っ
た
で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。
子
ど

も
の
発
表
も
最
初
の
頃
は
作
文
だ
け

と
か
言
葉
に
よ
る
意
見
だ
け
だ
っ
た

の
が
紙
芝
居
や
劇
な
ど
視
覚
に
訴
え

る
こ
と
も
多
く
、
内
容
が
よ
く
考
え

ら
れ
て
充
実
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。 

【
男
性
】

一
般
80
代

○
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
打
ち

鳴
ら
す
矢
響
太
鼓
で
幕
を
あ
け
る
、

こ
の
集
会
は
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
平

和
な
１
日
の
朝
を
む
か
え
ま
す
。
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
集
会
の
意
義
を

し
っ
か
り
と
心
の
中
に
。 

【
男
性
】

７月の当番医　
７月  7 日　坂本クリニック（電話72-0210）
７月 14日　伴 病 院（電話72-0029）
７月 21日　野 田 医 院（電話72-0307）
７月 28日　矢部広域病院（電話72-1121）

前号の訂正とお詫び
　５月 22 日発行第 99 号の広報
やまとにおいて誤りがありまし
た。関係各位には大変なご迷惑
をおかけしました。お詫びして
訂正いたします。

○２３ページ「寄付」内
　（誤）・下市　坂本孝治様
　　　　故　永村一雄様
　→（正）・下市　坂本孝治様
　　　　　故　坂本トモエ様

５
月
25
日
、
矢
部
中
学
校
体
育

館
で
第
18
回
「
５
・
23
差
別
を
な

く
す
山
都
地
区
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
６
６
９
人
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
部
落
差
別

を
は
じ
め
、
い
じ
め
や
仲
間
は
ず

し
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど

も
た
ち
が
主
体
と
な
り
な
が
ら
、

大
人
も
共
に
学
び
合
う
場
で
す
。

開
会
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
務

め
た
の
は
、
矢
響
太
鼓
（
や
き
ょ

う
だ
い
こ
）。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
、
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
披

露
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
同
和
保

育
園
の
園
児
、先
生
、保
護
者
が
「
ど

ろ
ん
こ
と
た
い
よ
う
」「
お
つ
か
い

あ
り
さ
ん
」「
さ
ん
ぽ
」
を
爽
や
か

に
合
唱
し
ま
し
た
。

問
題
提
起
で
は
、
矢
部
同
研
サ

ー
ク
ル
の
堀
本
先
生
と
浜
町
保
育

園
の
平
田
先
生
が
、
紙
芝
居
と
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
「
と
も
の
ひ
星

の
コ
ッ
カ
ー
」
こ
の
ほ
か
、
解
放

子
ど
も
会
小
学
部
、
御
岳
小
学
校

３
・
４
年
生
、
同
和
保
育
園
の
園
児

が
劇
で
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
解
放
子
ど
も
会

小
学
部
で
は
昔
の
人
の
暮
し
な
ど

現
地
で
聞
き
取
り
や
、
調
査
を
行

っ
て
、
村
の
人
た
ち
の
闘
い
に
学

ん
だ
こ
と
を
地
図
を
書
き
、
ス
ラ

イ
ド
に
映
し
出
し
発
表
し
ま
し
た
。

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う

第
18
回

「
５
・
23
差
別
を
な
く
す

　
　
　
　
　
　
　

山
都
地
区
集
会
」

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

100

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
集
会
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
集
会
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「そんなまちを」を合唱する参加者

モライアスロン
○日時
８月３日（土）　13 時から受付
○場所
馬見原商店街（交流広場）
○参加資格・参加費
５歳以上（小学３年以下は保護者同伴）
大人 1,500 円　中学生以下 1,000 円
○注意事項
川歩きがあるので濡れてもよい靴・服装でお願いします。なお、先着 300 名で締め切り
ますのでお早めにお申し込みください。
○申込・問い合わせ先
馬見原街づくり協議会（72-4844）　商工観光課（72-1158）

モライアスロン（Swim）の様子

和
光
教
室
書
道
部
の
宮
谷
文
子
さ
ん
（
鶴
ヶ
田
）
作
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お
か
げ
さ
ま
で
、
今
回
「
広
報
や
ま
と
」

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
回
「
広
報
や
ま
と
」

第
１
０
０
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
０
０
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
た
の
も
ひ
と
え
に

こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
け
た
の
も
ひ
と
え
に

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、

深
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

深
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
広
報
や
ま
と
」
歴
代
担
当
者
に
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
広
報
や
ま
と
」
歴
代
担
当
者
に
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
お
店
の
特
集
を
し
て
み
た
い
な
あ
」。

広
報
担
当
だ
っ
た
７
年
前
に
漠
然
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
取
材
不
足
で
掲
載
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
季
節
は
巡
り
、
現
在
、

商
工
観
光
課
に
籍
を
置
き
、
商
工
業
、
特

に
商
店
街
の
振
興
を
ど
う
す
る
か
、
関
係

者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵
を
絞
る
毎

日
で
す
。
話
を
伺
い
、
課
題
を
共
有
し
、

解
決
策
を
探
る
。
本
を
読
む
こ
と
や
、
現

場
を
歩
く
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
れ
は
ま

さ
に
、
広
報
担
当
時
に
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

で
す
。
広
報
や
ま
と
の
歩
み
に
励
ま
さ
れ

ま
す
。（
Ｓ
）

　

広
報
担
当
を
引
退
し
て
４
年
が
た
ち
、

広
報
山
都
１
０
０
号
の
発
行
と
い
う
こ
と

で
、
自
分
も
年
齢
を
重
ね
て
き
て
い
る
ん

だ
な
あ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
取
材

で
町
内
各
地
に
出
か
け
た
こ
と
、
多
く
の

町
民
の
方
と
知
り
合
え
た
こ
と
は
、
今
の

職
場
で
も
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず

か
２
年
間
で
し
た
が
、
広
報
誌
づ
く
り
で

得
た
も
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
と
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
が
作
っ
た
過
去
の
広
報
誌

を
見
る
の
は
、
な
ん
だ
か
恥
ず
か
し
い
も

の
で
す
。（
Ｆ
）

　

３
代
目
担
当
の
藤
川
で
す
。
４
年
間
も

広
報
誌
の
発
行
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
広
報
誌

担
当
は
「
泣
く
泣
く
担
当
に
な
り
、
泣
く

泣
く
去
っ
て
い
く
」
も
の
だ
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
し

た
。
担
当
中
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
町

民
の
方
々
の
活
躍
、
地
域
の
歴
史
と
文
化

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
記
事
と
写
真
で
伝
え
る
か

を
毎
号
考
え
続
け
て
い
ま
し
た
。
少
し
で

も
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
た
な
ら

幸
い
で
す
。

　

広
報
誌
の
担
当
に
な
り
こ
の
約
３
カ
月

様
々
な
場
所
へ
伺
い
ま
し
た
。
毎
回
、
取

材
へ
伺
う
時
は
物
凄
く
緊
張
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
察
し
て
か
、
取
材
先
で
は
大

人
の
方
は
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
達
も
優
し
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
て
、
帰
る
時
は
毎
回
名

残
惜
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
歴
代
の
広
報
や
ま
と
担
当
者
に

当
時
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。「
こ

の
３
人
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
」
と
文
章
を
読
み
返
し
な
が
ら
考
え
て

い
ま
し
た
。
私
も
早
く
こ
の
３
人
と
肩
を

並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。（
Ｋ
）

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
へ
山
都
町
の

色
ん
な
事
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

№１～№25

№26～№49

№ 50～№97

№ 98～

平成17～ 18年度平成17～ 18年度

平成19～ 20年度平成19～ 20年度

平成21～ 24年度平成21～ 24年度

平成25年度～平成25年度～

広報誌部門…グランプリ（H17,H18）広報誌部門…グランプリ（H17,H18）
写真部門…佳作（H17）、特選（H18）写真部門…佳作（H17）、特選（H18）

広報誌部門…グランプリ（H19）広報誌部門…グランプリ（H19）
写真部門…特選（H19）写真部門…特選（H19）

広報誌部門…佳作（H24）広報誌部門…佳作（H24）
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この笑顔 100点 !!

　５月２６日に開催された「子育てフェスタ」でのはい
はい競争。スタートと同時に立ち上がり母親のもとへ
一直線。子どもの何気ない行動が、会場にいる全ての
人に笑顔を届けました。

（18ページに関連記事）

タイトル：初夏の棚田
撮影場所：牧野
撮 影 者：尾上  利弘
コメント：地元の人でもあまり訪れたことのない
「隠れた棚田の名勝」。千滝川を渡ると棚田の水面
に山影を映す風景が目に飛び込んできます。
　山都町にはもっと沢山のフォーカスポイントが
あると思います。皆さんの情報をお待ちします。
サークル加入者歓迎します。
連絡先：フォトサークル山都事務局
　７２－３４５５（ﾊﾟｿｺﾝｼｮｯﾌﾟあひる倶楽部内）

今月の一枚今月の一枚

初夏の棚田

　長年に渡り、電気配線工事作業者として職務
に精励したとして、工藤直記さんが黄綬褒章を
受賞されました。工藤さんは山都町の二瀬本出
身で、現在は株式会社きんでん（兵庫県伊丹市）
に勤務されています。
　昭和 62 年に技能五輪全国大会の「電気工事部
門」優勝、更に翌年は国際大会でも優勝、平成
15 年には「なにわの名工」を受賞。その後は後
進の指導にあたり数多くの日本一、中には世界
一の青年技能者を育成されました。
　平成 20 年には卓越した技能者に贈られる「現
代の名工」を受賞されました。
　叙勲伝達式は５月 16 日に厚生労働省で行わ
れ、午後には天皇陛下を拝謁し、皇居宮殿・豊
明殿にて、お祝いのお言葉も頂いておられます。
　５月 31 日、久しぶりに帰郷された工藤さんは、
学生時代の同級生などから祝福を受け、盛大な
祝賀会が執り行われました。今回の受賞につい
て工藤さんは、「多くの方の支えがあり今回この
賞を受賞することができた。これからも、この
国のために精一杯努力していきたい。」と熱く語
られました。

春の叙勲春の叙勲

経　歴
昭和 56 年　蘇陽中学校　卒業
昭和 57 年　高千穂高等職業訓練校　卒業
昭和 57 年　近畿電気工事
 （現：きんでん）入社
昭和 62 年　技能五輪全国大会
 「電気工事部門」　優勝
昭和 63 年　技能五輪国際大会
 「電気工事部門」　優勝
平成 15 年　「なにわの名工」　受賞
平成 20 年　「現代の名工」　　受賞
平成 25 年　「黄綬褒章」　　　受賞

黄綬褒章　受章黄綬褒章　受章
工藤　直記さん（47歳）


